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自己紹介

✓ 小山奏汰（こやまかなた） GitHub koka0630

✓ 29歳 Sier企業 エンジニア

✓ 言語: Python, Typescript

✓ 得意・興味: GCP/Azure, AI

✓ 経歴

✓ 新卒から5年間スタートアップにてエンジニア

✓ IOSアプリにて画像生成AIの学習

✓ B2B SaaSにてインフラ構築, SRE, 採用など

✓ 2025/12からSier企業にてAIエージェント構築



ターゲット・目的

ターゲット

✓ Claude Codeなどコーディングツールを業務で活用されている方

✓ 特に、Agent Skillsを使い始めた方・興味がある方

目的

✓ AI Nativeへの第一歩として、Agent Skillsの重要性を伝えたい



生成AIがもたらした変化は？



生成AIがもたらした変化: 人駆動からAI駆動へ

生成AI(GPT-4)の登場以前・以降
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生成AI以前

AIは道具 時間をかけて磨く

→

生成AI以後

AIと壁打ち 迅速に試行錯誤

人の工数
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ハルシネーション

対策: LLMの継続的学習、RAG

直したバグを掘り返すなど 能力のムラ

対策: CoT, プロンプトで知識を補強

コンテキストウィンドウ上限が厳しい

対策: 効率的なコンテキスト管理

AI駆動 - とはいえまだ万能ではない

LLMの限界

LLMや
エージェントサービ

ス
の継続的改善

エンドユーザーの
力量次第
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コンテキストウィンドウ なぜ有限か？

LLMの核: Self-Attention

Attention計算がO(n^2)で増大
-> GPUメモリ・コストの圧迫を防ぐ安全弁が必要

Self-Attention: 単語間の関連度の総当たり表
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実際のコンテキストウィンドウ幅

身近な開発業務で考える

イシュー: 「トクパ」向上の仕組みをどう設計するか？

Claude Sonnet 4.5 200K token 

=> 1行50文字のマークダウンで約2700行

CLAUDE.md
300行

コード規約
300行

他ポリシー
300行

API, DBスキーマ定義
500行 x2

空き枠
800行

問題:
10ラリー程度の議論ですぐ頭打ち...
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「トクパ」の良い仕組みとは？

先ほどの例: ドキュメント群を一括投入

トクパ改善の余地あり

1 一括投入

→

2 具体も抽象も

全て読み込む

→

3 実際に使うのは

ごく一部

未使用
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「トクパ」の良い仕組みとは？

アイデア: 全体俯瞰してから深掘りたい

タグ => コンテンツという段階的読み込み = Agent Skills

1 最初はタグのみ

→

2 当たりをつける

→

3 そこだけ深掘り

大部分を
節約



Agent Skillsの設計思想: 段階的開示

= スキル用途

必要に応じて

スキル使用時のみ

常に読み込み

= スキル内容

= 参考資料



Skillsの価値: ①トクパ向上

検証: 本当にSkillsがトクパ向上に効くのか？

Skills 利用なし

+2万token

→

Skills 利用あり

+1万token

「以下のプロンプトに従って、
APIクライアントの基本構造を作
成してください。
...(プロンプト全文)」

「python-api-client スキルを用いて、
APIクライアントの基本構造を作成し
てください。」



Skillsの価値: ②技術が一瞬でスケールする

Anthropicのハッカソン優勝者がClaude Code設定を公開している！

最初のコミットから一ヶ月で 47k

トップエンジニアのナレッジに簡単にリーチできる
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実装計画

/write-plan でタスク分解・依存関係・リスクを自動整理

アーキテクチャ設計

Clean Architecture, SOLID原則に沿った設計レビュー

テスト駆動開発

テストファースト開発を強制。Red → Green → Refactor

セキュリティレビュー

Red-team / Blue-team / Auditor の3エージェント構成で脆弱性検出

言語別コードレビュー

TypeScript / Python / Go / Java Spring Boot 等、言語固有のベストプラクティス

Skillsの価値: ②技術が一瞬でスケールする

Everything-claude-code: 開発関連Skillが充実

トップエンジニアのスキル設定を雛形にできる



ついでに得た気づき1

Strategic Compaction: 前もってトークン上限を通知するHooks
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CC標準機能: Auto Compaction

突然、重要な文脈が消失

→

カスタムHooks: Strategic Compaction

計画的にコンテキスト整理できる

トークン上限直前で自動圧縮 前倒しで上限通知



ついでに得た気づき2

Continuous Learning: 会話で得たナレッジを外部メモとして蓄積
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CC標準機能: Auto Compaction

しかも一時的キャッシュ

→

Skill: Continuous Learning

重要なナレッジを永続化できる

機械的な要約のみ引き継ぎ セッション終了時にスキル抽出



まとめ

✓ Problem: AI駆動の時代においてコンテキストウィンドウの狭さがネック

✓ Solution: 段階的開示の仕組みを持つAgent Skillsによって「トクパ」向上

✓ 副次的効果: トップレベルのエンジニアを簡単に憑依

✓ 開発関連Skills

✓ コンテキスト管理の知見

Agent Skillsを活用しAI nativeへの第一歩を
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Thank You
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